
滋賀プラスチックごみゼロ・食品ロス削減宣言 

 

 私たちの暮らしは、社会や経済の発展とともに急速に便利で快適なものになりまし

た。一方で、大量生産・大量消費・大量廃棄により貴重な資源を無駄にし、環境汚染

を招いてきた面もあります。 

 滋賀県では、事業者、県民団体、行政が「レジ袋削減の取組に関する協定」を締結

し、レジ袋の無料配布中止に取り組むとともに、マイバッグ持参運動、「三方よしフ

ードエコ推奨店」制度の創設、店舗での啓発キャンペーンなどを通じて、プラスチッ

クごみや食品ロスの削減を目指してきました。 

 世界では、プラスチックごみが河川等を通じて内陸から海へ流れ込み、生態系を含

めた環境の悪化をもたらしており、大きな課題となっています。 

 また、毎日の食事の確保も難しい多くの人々がいる一方で、食料が大量に廃棄され

ている現実があります。 

 こうした中、国では「プラスチック資源循環戦略」の策定、「食品ロスの削減の推

進に関する法律」の制定・公布が行われたところであり、本県においても資源を有効

に活用し、琵琶湖をはじめとする本県の環境を保全するため、これまでの取組を生か

しつつ、プラスチックごみゼロおよび食品ロス削減を目指して、より一層取り組んで

いくことが必要です。 

 ついては、ごみを出さないライフスタイルへの転換を目指して、県民、事業者、団

体、行政等が役割を分担し、互いに連携・協力しながら、循環型社会の形成に向けた

取組を積極的に行い、ＳＤＧsの目標達成に貢献していくことをここに宣言します。 
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